
100

40～59

東北 191

関東信越 654

東海北陸 267

近畿 436

中国 260

四国 145

九州沖縄 586

北海道 127

地方厚生局別

174

TOP10ランキング

1 福岡県174
2 東京都 158
3 兵庫県 139
4 大阪府 134
5 北海道 127
6 埼玉県 100
7 愛知県 98
8 広島県 91
9 鹿児島県 90
10 神奈川県 85

令和8年（2026年）9月15日時点の地方厚生局確認データ （R8年8月届出まで）

100～枠有

岡山県80
熊本県80
大分県65
長崎県62
千葉県61
長野県57
群馬県55
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山口県46
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富山県26
青森県25
山形県23
山梨県22
鳥取県22
香川県22
島根県21
滋賀県19

1～19

20～39

80～

60～79

病院数カウント（例；地包ケア1・3
両方の算定病院は1でカウント）地域包括ケア病棟算定2,666病院

地域包括ケア病棟入院料及び
地域包括ケア入院医療管理料

27

34

3039

35 52 34

49

127

3122

29

21

46

26

1991

23

27

42

53

44

98
65

入院料（管理料）１ （40日以内2,934点・41日以降2,786点）・・・1,613病院（60.5％）
入院料（管理料）２ （40日以内2,766点・41日以降2,627点）・・・1,000病院（37.5％）
入院料（管理料）３ （40日以内2,397点・41日以降2,276点）・・・ 16病院（ 0.6％）
入院料（管理料）４ （40日以内2,187点・41日以降2,077点）・・・ 37病院（ 1.4％）

病床数105,650床90

（一部9月更新あり）
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JAHCC地域包括ケア推進病棟協会 機能評価委員会作成
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同順は都道府県番号順
38

80



地域包括医療病棟算定281病院

TOP10ランキング

1 大阪府 31
2 東京都 27
3 神奈川県 20
4 兵庫県 16
5 埼玉県 12
6 長野県 11
6 福岡県 11
8 千葉県 10
8 岡山県 10

令和8年（2026年）9月15日時点の地方厚生局確認データ （R8年8月届出まで）
（一部9月更新あり）

地域包括医療病棟入院料

北海道

関東信越

東海北陸

近畿

中国

四国

九州沖縄

東北

8

14

96

32

71

18

7

35

JAHCC地域包括ケア推進病棟協会 機能評価委員会作成

地方厚生局別
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広島県5
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滋賀県4
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佐賀県4
熊本県4
大分県4

病床数14,370床
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7
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1

8

2
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山口県0

3

同順は都道府県番号順

1

7
6

2 9
5

1210

2

11

入院料１：入院料１（3,367点）、入院料２（3,267点）、入院料３（3,117点）
入院料２：入院料１（3,316点）、入院料２（3,216点）、入院料３（3,066点）

入院料１（緊急入院＋手術なし）、入院料２（緊急入院＋手術あり または 予定入院＋手術なし）、入院料３（予定入院＋手術あり）

2

5
11

10



地域包括ケア病棟・管理料
2,666病院（105,650病床）

JAHCC地域包括ケア推進病棟協会 機能評価委員会作成

20260915時点
厚生局定点データ

1病院あたり39.6床
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地域包括医療病棟
281病院（14,370病床）

20260915時点
厚生局定点データ

JAHCC地域包括ケア推進病棟協会 機能評価委員会作成
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リ ハビ  リ テーション・      栄養管理    ・ 口腔管理    の 一体的取組     の 全体像 

リハビリテーション・栄養管理・口腔管理の一体的取組の全体像
令和８年度診療報酬改定 Ⅱ－２－３ リハビリテーション・栄 養 管 理 ・口 腔 管 理 等 の高 齢 者 の 生 活 を支 えるケアの推 進 － ①

A233 リハビリテーション・栄養・口腔連携体制加算
A304 地域包括医療病棟

リハビリテーション・栄養・
口腔連携加算

（新）A308-3 地域包括ケア病
棟リハビリテーション・栄養・

口腔連携加算
加算１ （新）加算２ 加算１ （新）加算２

対象病棟 急性期一般入院基本料、特定機能病院入院基本料、
専門病院入院基本料 地域包括医療病棟 地域包括ケア病棟

専従・専任配置 専従の療法士 １名、専任の療法士 １名
専任の管理栄養士 １名

病棟の配置職員のみ
（療法士 専従２名、
管理栄養士 専任１名）

専任の管理栄養士 １名
＋病棟の配置職員

（療法士 専従１名）

専従者の
兼務規定

専従者は、他の業務の
専従者との兼務は不可

専従者は、原則他の業務
との専従者との兼務不可
だ が 、 チームに係る加算
の専従者との兼務は可能

病棟内の入院医療管理料を
算定する病床の専従者との兼務可

病棟内の入院医療管理料を
算定する病床の専従者との兼務可
入院医療管理料の場合、病棟のリ
ハ栄養口腔体制加算との兼務可

業務内容 48時間以内の評価、リハビリテーション・栄養管理・口腔管理の評価と計画についての定期的なカ ン フ ァ レ ン ス 口
腔管理を提供する体制と歯科診療との連携体制（望ましい要件） 、指導内容を診療録に記録

3日以内
リハ実施割合 疾患別リハを実施した患者のうち、３日以内に開始した患者が８割以上 入棟患者のうち、３日以内に

開始した患者が６割以上

休日リハ
実施割合 ８割以上 ７割以上 ８割以上 ７割以上 ７割以上

ADL低下割合 ３％未満 ５％未満 ３％未満 ５％未満 ー（要件なし）

褥瘡 2.5％未満

疾患別リハの
算定制限 専従・専任：９単位まで 専従：６単位まで ×（病棟の専従者のため算定不可）

点数
（14日間） 150点 90点 110点 50点 30点



地域包括ケア病棟入院料におけるリハビリテーション・栄養・口腔連携加算の新設

 地域包括ケア病棟に お い て も リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン ・ 栄 養 管 理 ・ 口 腔 管 理 の 一 体 的 な 取 組 を 推 進 す る 観 点 か ら 、 地
域包括ケア病棟の配置等に合わせたリハビリテーション・栄養・口腔連携加算を新設す る 。

（新） リハビリテーション・栄養・口腔連携加算 30点

［算定要件］
注14 リハビリテーション、栄養管理及び口腔管理を連携・推進する体制につき別に厚生労働大臣が定める施設基

準に適合しているものとして保険医療機関が地方厚生局長等に届け出た病棟に入院している患者については、リ
ハ ビリ テ ー シ ョ ン ・ 栄 養 ・ 口 腔 連 携 加 算 と し て 、 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン 、 栄 養 管 理 及 び 口 腔 管 理 に 係 る 計 画 を 作
成 した 日 か ら 起 算 して14日を限度として30点を所定点数に加算する。

［施設基準］
○ 専任の常勤の管理栄養士が１名以上配置（専任として配置される病棟は、１名につき１病棟まで）
○ 経験・件数要件を満たす常勤医師が１名以上勤務し て い る こ と
○ 適切な口腔ケアの提供、口腔状態に係る課題を認めた場合に、歯科への受診を促す体制（望ましい要件）
○ プ ロ セ ス ・ ア ウ ト カ ム 評 価

ア 入 棟 した 患 者 の うち 、 入棟後３日目までに疾患別リハビリテーションを実施した患者の割合が６割以上
イ 土曜日・日曜日・祝日に お け る １日あた り の 疾患別リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 提供単位数が平日の７割以上
ウ 院内で発生した褥瘡のある患者の割合が 2 .5 % 未満

 当該加算を算定する患者に つ い て 、 「B００１の10」入院栄養食事指導料及び「B０１１の６」栄養情報連携料の
算定を可能と す る 。

地域包括    ケア  病棟  における    リ ハビ  リ テーション・      栄養管理    ・ 口腔管理    の 一体的取組   

地域包括ケア病棟におけるリハビリテーション・栄養管理・口腔管理の一体的取組

令和８年度診療報酬改定 Ⅱ－２－３ リハビリテーション・栄 養 管 理 ・口 腔 管 理 等 の高 齢 者 の 生 活 を支 えるケアの推 進 － ①



JAHCC地域包括ケア推進病棟協会 機能評価委員会作成

20260915時点
厚生局定点データ
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（地ケア） リハビリテーション・栄養・口腔連携加算

行ラベル 病院数
地ケア１ 69
地ケア２ 23
(空白)
総計 92

2026年9月時点 92病院算定

地ケアの3.5％が算定（92/2666）

A308-3地域包括ケア病棟（地ケア）におけるリハビリテーション・栄養・口腔連携加算



連携加算１の更なる評価と連携加算２の新設

 地域包括医療病棟におけるリハビリテーション・栄養・口腔連携加算に つ い て 、 Ａ ２ ３ ３ リ ハ ビ リ ー テ シ ョ ン ・ 栄
養・口腔連携体制加算の見直しと合わせて、加算１を更に評価すると と も に 、 施設基準を緩和した加算２を新設す
る 。

地域包括医療病棟        における    リ ハビ  リ テーション・      栄養  ・ 口腔連携加算      の 見直  し

地域包括医療病棟におけるリハビリテーション・栄養・口腔連携加算の見直し

令和８年度診療報酬改定 Ⅱ－１－１ 患者のニーズ、病院の機能・特性、地域医療構想を踏まえた医療提供体制の整備－⑨

現行

【 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン ・ 栄 養 ・ 口 腔 連 携 加 算 】 リ
ハ ビリ テ ー シ ョ ン ・ 栄 養 ・ 口 腔 連 携 加 算

（１日につき） 80点

［施設基準］
○ プロ セ ス ・ ア ウ ト カ ム 評 価

・ 退 院 ま で に 疾 患 別 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン を 実 施 さ れ た 患 者
のうち、入棟後３日までに開始した患者が８割以上

・土曜日・日曜日・祝日における１日あたりの疾患別リ
ハビリテーションの提供単位数が平日の８割以上

・退院時にＡＤＬが低下した患者の割合が３％未満
・院内で発生した褥瘡のある患者の割合が2 .5%未満

改定後

【 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン ・ 栄 養 ・ 口 腔 連 携 加 算 】
1 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン ・ 栄 養 ・ 口 腔 連 携 加 算 １

（１日につき）110点
2 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン ・ 栄 養 ・ 口 腔 連 携 加 算 ２

（１日につき） 50点
［施設基準］
○ 加算２のプロセス・アウトカム評価（ 加 算 １ は 不 変 ）

・ 退 院 ま で に 疾 患 別 リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン を 実 施 さ れ た 患 者
のうち、入棟後３日までに開始した患者が８割以上

・土曜日・日曜日・祝日における１日あたりの疾患別リ
ハビリテーションの提供単位数が平日の７割以上

・退院時にＡＤＬが低下した患者の割合が５％未満
・院内で発生した褥瘡のある患者の割合が2 .5%未満



JAHCC地域包括ケア推進病棟協会 機能評価委員会作成

20260915時点
厚生局定点データ

2026年9月時点 135病院算定
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（地メディ） リハビリテーション・栄養・口腔連携加算

加算１ 加算２

加算１ 132
加算２ 3
計 135

地メディの48.0％が算定（135/281）
うち97.7％が加算１（110点）を算定（132/135）

A304地域包括医療病棟（地メディ）におけるリハビリテーション・栄養・口腔連携加算



包括期入院医療       における    充実  した  後方支援    の 評価

包括期入院医療における充実した後方支援の評価
令和８年度診療報酬改定 Ⅱ－２－１ 在宅療養患者や介護保険施設等入所者の後方支援機能（緊急入院等）を担う医療機関の評価－②

地域において高齢者の救急患者を受け入れ、在宅医療や介護保険施設等の後方支援を担うにつき十分な体制や実績

施設後方支援の体制（※） 原則３以上の施設の協力医療機関に な る こ と
※近隣<半径10km以内>に協力医療機関を定めていない施設がない場合を除く

後方支援の実績

①及び②を満たす
① 自宅等からの緊急入院が 直近３か月で 15件以上
② 在宅患者緊急入院診療加算１～３の 算定回数が直近１年で合わせ て 12回以上 又は

協力対象施設入所者入院加算１・２の算定回数が直近１年で 合 わ せ て ４回以上
救急医療の実績 救急搬送及び下り搬送からの入院が全入院患者の８％以上

入退院支援の実績 退院時共同指導料２と 介護支援等連携指導料２の算定回数が直近３か月で 合 わ せ て ３回以上

包括期充実体制加算の新設

 高齢者救急、在宅医療及び介護保険施設の後方支援を更に充実させる観点から、一定の体制及び実績を有する許可
病床数200床未満の地域包括医療病棟又は地域包括ケア病棟で算定可能な包括期充実体制加算を新設す る 。

平時からの連携、必要時の入院受入と充実した退院支援

（新） 包括期充実体制加算（１日につき） 80点

［算定要件］
注１ 在宅医療及び介護保険施設等の後方支援を担う体制その他の事項につき別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地

方厚生局長等に届け出た保険医療機関に入院している患者について、入院した日から起算して14日を限度として所定点数に加算
する。

［施設基準］
○ 許可病床数が 200床未満（別表第六の二に掲げる人口の少ない地域に所在する場合は280床未満）で あ る こ と 。
○ 地域包括医療病棟入院料又は地域包括ケア病棟入院料を算定 する病 棟を有す る病院で あること。
○ 「 Ａ １ ０ ０ 」 の う ち 急性期病院一般入院基本料及び急性期一般入院基本料を算定する病棟を有しない病院で あ る こ と 。
○ 協力対象施設入所者入院加算（※）、入退院支援加算１に係る届出を行っている保険医療機関であること。
○ 地 域 に お い て 高齢者の救急患者を受け入れ、在宅医療や介護保険施設等の後方支援を担うにつき十分な体制や実績を 有 し て い る

こ と 。

※  在宅療養支援病院、在宅療養後方支援病院、地域包括ケア病棟を有する医療機関のいずれでもない場合は除く。



JAHCC地域包括ケア推進病棟協会 機能評価委員会作成

20260915時点
厚生局定点データ

2026年9月時点 157病院算定
地ケア 87
地メディ 35
左記２つの届出あり 35
計 157

200床未満（※280床未満）の地域包括医療病棟又は地域包括ケア病棟で算定可能な包括期充実体制加算

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18

01
北
海
道

02
青
森
県

03
岩
手
県

04
宮
城
県

05
秋
田
県

06
山
形
県

07
福
島
県

08
茨
城
県

09
栃
木
県

10
群
馬
県

11
埼
玉
県

12
千
葉
県

13
東
京
都

14
神
奈
川
県

15
新
潟
県

16
富
山
県

17
石
川
県

18
福
井
県

19
山
梨
県

20
長
野
県

21
岐
阜
県

22
静
岡
県

23
愛
知
県

24
三
重
県

25
滋
賀
県

26
京
都
府

27
大
阪
府

28
兵
庫
県

29
奈
良
県

30
和
歌
山
県

31
鳥
取
県

32
島
根
県

33
岡
山
県

34
広
島
県

35
山
口
県

36
徳
島
県

37
香
川
県

38
愛
媛
県

39
高
知
県

40
福
岡
県

41
佐
賀
県

42
長
崎
県

43
熊
本
県

44
大
分
県

45
宮
崎
県

46
鹿
児
島
県

47
沖
縄
県

包括期充実体制加算 算定病院数

地ケア 地メディ 左記２つの届出あり

地ケアの5.7％が算定（122/2134※）※別表第6-2除く

地メディの35.9％が算定（70/195※）



現行

【協力対象施設入所者入院加算】【介護保険施設等連携往診加算】
［施設基準］
○ ＩＣＴによる情報連携の実施状況に応じて、いずれかの
要 件 を 満 た す こ と 。
（ＩＣＴによる情報連携をしている場合）

・ 介護保険施設から協力医療機関に対し、入所者の診療
情報及び病状急変時の対応方針等が適切に提供されてお
り、ＩＣＴを活用してそれらを常に確認可能な体制を
有 し て い る こ と 。

・ 当該介護保険施設等と協力医療機関である保険医療機
関において、当該入所者の診療情報及び急変時の対応
方針等の共有を図るため、年３回以上の頻度でカン
フ ァ レ ン ス を 実 施 し て い る こ と 。

（ＩＣＴによる情報連携をしていない場合）
当該介護保険施設等と協力医療機関である保険医療機関

において、当該入所者の診療情報及び急変時の対応方針等
の 共 有 を 図 る た め 、 １月に１回以 上 の 頻 度 で カ ン フ ァ レ ン
ス を 実 施 し て い る こ と 。

改定後

協力対象施設入所者入院加算等における施設基準の見直し

 協力対象施設入所者入院加算及び往診料の注10に 掲 げる 介護保険施設等連携往診加算の施設基準における、協力
医療機関と介護保険施設とで行うカンファレンスの頻度について、有機的な連携体制を保ちつつ業務効率化を図る
観 点 か ら 、 ＩＣＴによる情報共有を行う場合は年１回、ＩＣＴによる情報共有を行わない場合は原則年３回に 見
直す。

【協力対象施設入所者入院加算】【介護保険施設等連携往診加算】
［施設基準］
○ ＩＣＴによる情報連携の実施状況に応じて、いずれかの
要 件 を 満 た す こ と 。
（ＩＣＴによる情報連携をしている場合）

・ 介護保険施設から協力医療機関に対し、入所者の診療
情報及び病状急変時の対応方針等が適切に提供されて
おり、ＩＣＴを活用してそれらを常に確認可能な体制
を 有 し て い る こ と 。

・ 当該介護保険施設等と協力医療機関である保険医療機
関において、当該入所者の診療情報及び急変時の対応
方針等の共有を図るため、年１回以上の頻度でカン フ
ァ レ ン ス を 実 施 し て い る こ と 。

（ＩＣＴによる情報連携をしていない場合）
当該介護保険施設等と協力医療機関である保険医療機関

において、介護保険施設等の入所者の病状が急変した場合
等における対応方針等の共有を図るため、年に３回以上の
頻 度 で カ ン フ ァ レ ン ス を 実 施 し て い る こ と ※。
※当該介護保険施設等において、入所者の入院を年に２件以上受
け入れており、その都度適切な情報共有が行われている場合には、カ
ン フ ァ レ ン ス の 実 施 は 年に１回以上の頻度であれば良い。

協力医療機関      が 施設  と 行 うカンファレンス        等 に 係 る 施設基準    の 見直  し

協力医療機関が施設と行うカンファレンス等に係る施設基準の見直し
令和８年度診療報酬改定 Ⅱ－２－１ 在宅療養患者や介護保険施設等入所者の後方支援（緊急入院等）を担う医療機関の評価－①



JAHCC地域包括ケア推進病棟協会 機能評価委員会作成

20260915時点
厚生局定点データ

2026年9月時点 地ケア1,904病院算定（参考：地メディ147病院算定）
【後方支援の実績】 協力対象施設入所者入院加算、協力医療機関との連携評価
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（地ケア） 協力対象施設入所者入院加算 算定病院数

地包ケア１ 地包ケア２ 地包ケア３ 地包ケア４

地包ケア１ 1,193
地包ケア２ 676
地包ケア３ 11
地包ケア４ 24
総計 1,904

地域において高齢者の救急患者を受け入れ、在宅医療や介護保険施設等の後方支援を担うにつき十分な体制や実績

地包医１ 78
地包医２ 69
総計 147

71.4%（1904/2666）
52.3%（147/281）

包括期充実体制加算は都心部の算定は多かったが、
地ケア・リハ栄養口腔連携加算や協力対象施設入所
者入院加算の算定は低調



JAHCC地域包括ケア推進病棟協会 機能評価委員会作成

20260915時点
厚生局定点データ

2026年9月時点 374病院算定
A233急性期一般入院基本料等におけるリハビリテーション・栄養・口腔連携加算
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リハビリテーション・栄養・口腔連携体制加算 算定病院数

リハ栄腔１ リハ栄腔２

リハ栄腔１ 360
リハ栄腔２ 14
総計 374



年 とその   先 を 見据  えた  地域包括    ケアシステムの       深化  ・ 推進 2040

2040年とその先を見据えた地域包括ケアシステムの深化・推進
令和８年度診療報酬改定

在宅療養支援診療所・病院
地域において重症患者の訪問
診療や在宅看取り等を積極的に
担う医療機関を評価
• 重症患者への対応等、地域

で積極的な役割を担う医療
機関の評価を充実

• 往診時医療情報連携加算の
算定可能な範囲を拡大

• 在支診／在支病の要件に、
業務継続計画（BCP）の策
定及び定期見直しを追加

• 医薬品適正処方に向けた医
師／薬剤師同時訪問の評価

• 要介護度の低い患者等に一
律月２回訪問管理を行う医
療機関の評価を適正化

○ 入院分野では、在宅・介護施設からの緊急入院の受け入れ、円滑な入退院の実現、高齢者で必要となるリハビリテーショ
ン・栄養管理・口腔管理の充実など見直しを実施。

○ 在宅医療・訪問看護分野においては、平時からの ICTを用いた情報連携に関する評価の見直し等を行うとともに、重症患者や
住まいの特性に合わせて評価の見直しを実施。

在支診・在支病

慢性期入院医療
より医療の必要性が
高い患者の受入を推進
• 悪性腫瘍以外の緩和

ケアを受ける患者や
重症の医療的ケア児
を医療区分２・３に
追加

• 一部の医療区分２の
処置等を重複して行
う患者の評価引上げ

自宅・高齢者住まい・居住系介護サービス

終末期・緩和ケア医療の充実
• 緩和ケア病棟において末期腎

不全患者の受入を可能とする
• 入院／外来／在宅緩和ケア管

理に係る評価の対象患者に、
末期腎不全・呼吸不全を追加

救急患者連携搬送料
地域連携し「下り搬送」を活用す
る場合の評価を充実
• 民間救急の活用、受入側評価等

包括期入院医療
在宅患者・施設入所者の後方支援や円滑な
入退院支援を推進
• 包括期充実体制加算の新設
• 緊急入院の入院料や初期加算を引上げ
• 入退院支援加算１の充実
• 介護支援等連携指導料２の新設
• 出来高算定可能範囲を拡大
ー退院前訪問指導料（回リハ）
ー退院時共同指導料２等（地 ケア ）

• 退院直後の訪問栄養食事指導料の新設

訪問看護ステーション
高齢者向け住まい等併設型訪問看護の適
切な評価と重症者への対応等を評価
• 同一建物居住利用者数と訪問日数に応

じた き め細や かな見直しと１日あたり
包括評価体系の新設

• ICTを活用した地域連携の評価を新設
• 地域で連携し精神障害にも対応する

訪問看護STに係る評価を新設

緊急性・専門性が高い救急患者等

訪問看護ステーション

慢性期医療を
担う病院

急性期医療を
担う病院

包括期医療を
担う病院



JAHCC地域包括ケア推進病棟協会 機能評価委員会作成

20260915時点
厚生局定点データ

2026年9月時点 A646病院、B282病院 算定
（参考） 急性期病院Ａ・B一般入院料の算定状況
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急性期病院A・B 算定病院状況

急性期病院Ａ一般入院料 急性期病院Ｂ一般入院料

改定後6月時点（A625、B246）と比べA21増、B36増
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